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第２号

　

門
は
主
屋
と
比
べ
て
屋
根
と
し
て

は
小
さ
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
、

軒
付
け
、
破は

風ふ

、
蓑み
の
こ甲
、
ぐ
し
な
ど
、

す
べ
て
の
役
モ
ノ
が
凝
縮
さ
れ
て
お

り
、
小
さ
い
か
ら
こ
そ
わ
ず
か
な
形

の
崩
れ
も
目
立
つ
の
で
、
茅
手
の

技
が
際
立
つ
難
し
い
仕
事
で
す
。
材

料
の
茅
は
霞
ヶ
浦
の
シ
マ
ガ
ヤ
を
使

い
、
仕
上
が
っ
た
屋
根
は
、
シ
マ
ガ

ヤ
な
ら
で
は
の
や
わ
ら
か
い
曲
線
が

生
き
た
、
繊
細
か
つ
大
胆
な
美
し
い

屋
根
と
し
て
甦
り
ま
し
た
。

　

建
物
と
し
て
甦
る
と
同
時
に
、
百

年
以
上
経
っ
て
な
お
、
修
理
工
事

を
通
じ
て
建
築
当
初
の
匠
か
ら
現
代

へ
、
技
を
伝
承
し
、
職
人
を
育
て
る

上
で
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
家
の
主
屋
も
ま
た
堂
々
た
る
茅

葺
き
で
、
建
築
当
初
の
姿
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
残
す
貴
重
な
歴
史
的
遺
産
で

す
。
こ
の
茅
葺
き
の
主
屋
と
門
は
、

代
々
守
り
受
け
継
い
で
き
た
当
主
た

ち
の
意
志
と
尽
力
に
よ
っ
て
今
も
生

き
続
け
て
い
る
の
で
す
。（
次
項
）

　

つ
く
ば
市
内
に
あ
る
江
戸
時
代
に

建
築
さ
れ
た
茅
葺
き
の
薬
医
門
は
、

長
年
の
風
雨
に
よ
る
傷
み
が
ひ
ど

く
、
葺
き
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

茅
葺
き
屋
根
を
葺
き
替
え
る
の
を

機
に
、
門
の
木
部
の
構
造
も
修
理
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
木
部
の
修
理
は
、

で
き
る
か
ぎ
り
元
の
姿
を
尊
重
し
、

そ
の
材
料
を
生
か
す
こ
と
を
第
一

に
、
傷
ん
だ
土
台
を
交
換
し
、
マ
ツ

の
雲
型
肘ひ
じ

木き

を
新
た
に
取
り
付
け
て

耐
震
補
強
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
の
茅
葺
き
屋
根
は
軒
付

け
に
ト
オ
シ
モ
ノ
と
呼
ば
れ
る
化
粧

が
施
し
て
あ
る
の
が
特
徴
の
ひ
と
つ

で
す
。
茅
葺
き
屋
根
は
10
〜
30
年
周

期
で
葺
き
替
え
ら
れ
ま
す
が
、
軒
付

け
を
残
し
て
そ
の
上
だ
け
を
葺
き
替

え
る
の
が
通
常
で
す
。
つ
ま
り
、
こ

の
軒
付
け
が
傷
む
前
に
葺
き
替
え
る

の
で
す
。

　

今
回
は
何
代
か
ぶ
り
に
下
地
か
ら

全
て
を
葺
き
替
え
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
茅
手（
茅
葺
き
職
人
）

の
親
方
は
80
代
で
す
が
、
修
行
中
の

20
代
の
弟
子
が
二
人
い
ま
す
。
こ
の

二
人
に
と
っ
て
、
軒
付
け
の
ト
オ
シ

モ
ノ
を
含
め
、
今
で
は
め
っ
た
に
巡

り
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
丸
葺
き
の

貴
重
な
現
場
と
な
り
ま
し
た
。

トオシモノとマツの雲型肘木。
茅葺きの一層目は稲ワラ、三層目ま
でをトオシモノと呼び、杉皮を挟ん
で最外層をミズキリと呼ぶ。

１ 葺き替え前の姿
２ 葺き替え中の様子

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

規
模　
　
　

1.5
×
１
間

屋
根
形
式　

切
り
妻

ぐ
し
（
棟
）  

竹
簀
巻
き
に
瓦

軒
付
け　
　

ト
オ
シ
モ
ノ
３
本　

茅
の
種
類　

稲
ワ
ラ
・
シ
マ
ガ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　

１

２

３

甦
る  

茅
葺
き
の
「
薬
医
門
」
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Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

敷
地
面
積　

約
６
２
坪

延
床
面
積　

約
４
７
坪

構
法　
　
　

板
倉
構
法

外
部
仕
上
げ

　

屋
根　
　
　

日
本
瓦
葺
（
い
ぶ
し
）

　

庇　
　
　
　

ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
横
葺　
　
　
　
　

　

外
壁　
　
　

真
壁
焼
き
杉
板
張
り
、
漆
喰
塗
り

　

外
部
建
具　

木
製
建
具
（
複
層
ガ
ラ
ス
）

内
部
仕
上
げ

　

床　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板　

厚
１
寸

　

土
間　
　
　

瓦
骨
材
入
り
研
ぎ
出
し
仕
上
げ

　

壁　
　
　
　

ス
ギ
本
実
板
あ
ら
わ
し
、
漆
喰
塗
り　
　
　
　

１
竹
で
編
ま
れ
た
茅
葺
き
の
下
地

２･

３
稲
ワ
ラ
で
軒＊
付
け
。
稲
ワ
ラ
を

並
べ
、
お
し
ぼ
こ
（
竹
）
で
押
さ
え
て

縄
で
締
め
る
。
軒
が
垂
れ
下
が
ら
な
い

よ
う
に
尺
八
（
竹
）
で
押
さ
え
て
軒
先

を
刈
り
揃
え
る
。

４
稲
ワ
ラ
の
上
に
シ＊
マ
ガ
ヤ
で
軒
付

け
。

５
ト＊
オ
シ
モ
ノ
は
一
段
葺
く
度
に
刈
り

揃
え
ら
れ
る
。

６
軒
付
け
を
厚
く
葺
い
た
後
、
杉
皮
を

重
ね
て
竹
で
押
さ
え
る
。

７
杉
皮
の
上
に
雨
が
流
れ
落
ち
る
層
と

な
る
ミ
ズ
キ
リ
を
葺
く
。

８
軒
付
け
が
終
わ
る
と
平
葺
き
。
古
茅

で
勾
配
を
整
え
る
↓
茅
を
並
べ
る
↓
お

し
ぼ
こ
で
押
さ
え
る
↓
縄
で
締
め
る　

の
繰
り
返
し
。

９
ぐ
し
（
棟
）
は
茅
を
か
ぶ
せ
て
竹
簀

で
巻
く
。
現
在
は
竹
簀
の
上
に
瓦
を
巻

き
、
合
わ
せ
目
を
漆
喰
で
お
さ
え
る
。

10･
11
仕
上
げ
は
刈
り
込
み
。 

ガ＊
ギ
で

叩
き
揃
え
な
が
ら
は
さ
み
で
刈
り
込
ん

で
い
く
。

＊
軒
付
け
：
葺
き
始
め
の
軒
先
の
下
葺

き
の
こ
と
。
屋
根
の
仕
上
が
り
を
左
右

す
る
重
要
な
工
程
。

＊
ト
オ
シ
モ
ノ
：
一
層
ず
つ
刈
り
込
み

な
が
ら
葺
き
上
げ
る
軒
の
仕
上
げ
。
筑

波
茅
手
の
技
術
的
特
徴
の
ひ
と
つ
。

＊
シ
マ
ガ
ヤ
：
霞
ヶ
浦
周
辺
で
採
集
さ

れ
る
水
辺
の
植
物
の
通
称
。
ク
サ
ヨ
シ

と
カ
モ
ノ
ハ
シ
が
混
ざ
る
。
対
し
て
ス

ス
キ
は
ヤ
マ
ガ
ヤ
と
呼
ぶ
。

＊
ガ
ギ
：
茅
を
叩
き
揃
え
る
道
具
。
ガ

ン
ギ
。
形
や
呼
び
方
は
地
方
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
。

２４ １３

５

６７８
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１ 移築前の姿。板金屋根の下に
は茅葺き屋根が残る。

２ 小屋梁の仮組みの様子。刻み
の前に一度組み直して水糸を張
り、水平垂直を確認する。 

３ 移築後の姿。屋根の形式を寄
棟から切妻に変えたことで、小屋
裏の空間を有効に活用できる。１２３

広間

便所
台所

浴室

食堂

１F

和室

縁側

玄関 食品庫洗面
室

濡
縁

２F

寝室

便所

納戸

屋根裏

子供室吹抜

キャットウォーク

この家の歴史と共に歩んできた古建具が納まる広間。屋根裏の吹き抜けに
はマツ丸太の力強い梁組が見える。

古民家のつくりを生かした土間のダイニングキッチン。
古材に白壁、水色のタイルが映える。

　

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
筑
波
山
麓
の
茅

葺
き
民
家
の
骨
組
み
を
、
そ
の
ま
ま
利
用
し

て
間
取
り
を
構
成
し
ま
し
た
。

　

屋
根
は
瓦
葺
き
に
変
え
、
小
屋
裏
は
寝
室

と
納
戸
に
利
用
し
ま
し
た
。
屋
根
裏
の
上
部

に
は
窓
が
並
び
、
一
階
の
広
間
か
ら
吹
き
抜

け
を
通
し
て
家
全
体
の
風
の
流
れ
を
整
え
、

ま
た
、
温
度
調
節
や
煙
出
し
の
役
割
を
果
た

し
ま
す
。

　

民
家
の
つ
く
り
を
生
か
し
た
玄
関
か
ら
続

く
土
間
の
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
に
は
、
薪

ス
ト
ー
ブ
が
据
え
ら
れ
、
家
族
の
団
欒
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
間
の
床
は
、
調
湿
性

に
優
れ
た
瓦
骨
材
（
焼
成
瓦
を
細
か
く
砕
い

た
も
の
）
を
セ
メ
ン
ト
に
混
ぜ
、
研
ぎ
出
し

て
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
風
合
い
の
あ
る
タ
イ

ル
で
仕
上
げ
た
対
面
式
キ
ッ
チ
ン
の
使
い
心

地
は
、
背
部
に
あ
る
食
品
庫
と
あ
わ
せ
て
家

族
の
自
慢
で
す
。

　

今
回
新
し
く
入
れ
替
え
た
柱
や
梁
な
ど
の

構
造
材
は
、
古
材
の
色
に
合
わ
せ
、
柿
渋
と

べ
ん
が
ら
を
調
合
し
て
古
色
に
仕
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
家
の
中
心
で
ひ
と
際
白
い
ツ
ヤ
肌

を
輝
か
せ
て
い
る
大
黒
柱
は
、
建
主
の
故
郷

の
山
か
ら
輿
入
れ
し
た
樹
齢
四
○
○
年
の
木

曽
ヒ
ノ
キ
で
す
。
老
若
の
木
材
が
支
え
あ
う

家
と
な
り
ま
し
た
。

「
薬
医
門
」

　
　

 

茅
葺
き
の
工
程

梁
組
と
間
取
り
に

　
　
　
　

古
民
家
の
味
わ
い
を
残
す

●
使
用
す
る
も
の

柿
渋
、
弁
柄
、
荏
油
、
布
、
は
け
、

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ

①
準
備
：
木
材
を
掃
除
し
、
マ
ス
キ
ン
グ

　

テ
ー
プ
で
養
生
す
る
。

②
着
色
：
柿
渋
に
赤
色
と
黒
色
の
弁
柄
を

　

溶
か
し
て
色
を
調
節
し
た
後
、
木
目
に

　

沿
っ
て
刷
毛
で
塗
る
。
乾
く
前
に
布
で

　

拭
き
取
る
。

③
定
着
：
柿
渋
の
み
を
刷
毛
で
塗
り
、
乾

　

く
前
に
拭
き
取
る
。

④
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
：
荏
油
を
染
み
込
ま
せ

　

た
布
で
薄
く
均
一
に
塗
る
。
翌
日
乾
拭

　

き
を
し
て
お
わ
り
。

里
山
建
築
で
は
、
塗
装
の
際
、
古
く
か
ら
日
本
の
暮
ら
し
の
中
で

使
わ
れ
て
き
た
素
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
い
構
造

材
を
古
色
仕
上
げ
と
し
ま
し
た
。

家
づ
く
り
の
裏
側
③
〔
古
色
仕
上
げ
〕

■
柿
渋
（
か
き
し
ぶ
）

柿
を
発
酵
さ
せ
た
液
体
。
柿
タ
ン
ニ
ン
を
含
み
、
防
虫
・
防
腐
効
果

を
も
ち
日
本
古
来
よ
り
使
わ
れ
て
い
る
自
然
素
材
。

■
弁
柄
（
べ
ん
が
ら
）

赤
色
、
黒
色
等
の
顔
料
。
酸
化
鉄
を
成
分
と
し
、
光
、
熱
、
空
気
に

耐
久
性
を
も
つ
。

■
荏
油
（
え
あ
ぶ
ら
）

荏
胡
麻
を
原
料
と
す
る
乾
性
油
。
艶
の
あ
る
仕
上
が
り
と
耐
水
性
か

ら
柿
渋
と
共
に
和
傘
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
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貸し民家 「幸田庵 ｣ 竣工　2011.02

　明治期につくられ大正５年に移築された谷田部の
まち中の倉を、ＴＸみどりの駅前の住宅地に移築再
生した貸し民家「幸田庵」。この住宅地は緑地を保
全したつくばらしい町並みを目指したものです。(宅
地一体型民有緑地 )。土壁の倉ならではの立派な通
し柱と松の梁組みはそのままに、１階すべてを土間、
２階を間仕切りのない板間としました。これは、貸
し民家としてしっかりと
した骨格を提供し、入居
者が必要に応じて手を加
えて住むことを意図して
います。また、三度にわ
たる土壁と三和土のワー
クショップを通して、つ
くばならではの家づくり
を地域のみなさんと展開
してきました。
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2011.02.10

編
集
後
記

　

ろ
く
ろ
く
第
二
号
の
発
行
で
す
。
編
集
の
際
、

大
量
の
写
真
か
ら
何
枚
か
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
こ

の
作
業
が
思
い
の
ほ
か
難
し
い
で
す
。
う
ま
く
読

む
方
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。〔
Ｋ
〕

　
「
さ
と
や
ま
流
改
築
の
す
ゝ
め
」
の
連
載
が
始

ま
り
ま
し
た
。
私
の
実
家
も
タ
イ
ル
張
り
の
和
式

便
所
な
の
で
、
次
回
の
便
所
改
築
、
ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
変
わ
る
か
楽
し
み
で
す
。〔
あ
〕　

し
ご
と

設
計
・
設
計
監
理

  ｢

板
倉
の
家｣

：
新
築
、
改
築

  ｢

民
家
再
生｣

：
改
築
、
移
築

  ｢

茅
葺
き｣　

 

：
葺
き
替
え
修
繕
、
新
築

他

  ｢

企
画
制
作
、
調
査
研
究｣

  ｢

地
域
づ
く
り
支
援
活
動｣

高エネ研で茅刈り　2010.12
やさと茅葺き屋根保存会

　茨城県石岡市八郷地区は、70 軒の茅葺き民家が
残り、「日本の里 100 選」に選ばれている茅葺きの
里です。近年、材料となる茅の不足などから茅葺き
を維持することが難しくなってきています。つくば
市北部に位置する高エネルギー加速器研究機構（高
エネ研）は、物理学における国内有数の研究機関で
すが、実は県内有数の茅場でもあります。という
のも高エネ研の加速器は地下にあり、地上は茅（ス
スキ）の原っぱです。面積にして 10ha。農村部で
は減ってしまった茅場は、意外にも最先端の研究所
に。ここで７年前より「やさと茅葺き屋根保存会」
によって茅刈りが行われるようになりました。保存
会のメンバーだけでは茅刈りは間に合わず「日本の
原風景ともいえる美しい里山を象徴する茅葺き屋根
を保つためにも、
多くの方のボラン
ティアをお願いで
きれば」と呼びか
けています。高エ
ネ研の茅刈りは毎
年 12 月上旬に行
われています。

筑波山麓ごちそう交遊会 2010.11.03 
お山の恵みのおいしい料理

　筑波山の恵みを使ったまごころこもった料理こ
そ、大切な地域の宝です。筑波山麓秋祭りにて、筑
波山麓の食材を用いた「筑波山麓ごちそう交遊会」
が開催されました。準備していた 200 人分の食券
がすべて完売するほ
どの盛況ぶりでした。
後日、スタッフ同士
さらに交流を深める
べく料理を持ち寄り
ごちそう談議に華を
咲かせました。 ぼたんプロジェクト　2010.11.07

つくば道を切り開く

　今年度の筑波大学 ADP の活動は、筑波山麓の農
家が悩むイノシシ被害に着目した「ぼたんプロジェ
クト」です。聞き取り調査の結果、イノシシは本来
臆病で人気を嫌い、視界の開けた場所には現れない
ことがわかりました。柵を取り付けるだけでは、根
本的な解決にはならないと考え、イノシシが人里に
寄らないよう、まずは、藪となった雑木林を整備す
ることになりました。学生は間伐で出たヒノキや竹
でアートを展開。イノシシを見はる「ししやぐら」
を制作しました。ししや
ぐらをみんなで作り、完
成後も子供達が遊ぶこと
によって、人が集まり賑
わいます。現在も田井地
区六所に公開中です。

　

ENEOS
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清水康雄賞受賞　2010.10.15

　共同設計をしている安藤邦廣教授（筑波大学）が、
住宅総合研究財団より清水康雄賞を授与されました。 
　安藤教授は、伝統的な建築技術の研究者であると
ともに、それらの成果を住宅等に実現し構法の普及
に努める建築家でもあります。特に、現代の木造住
宅における板倉構法の提案と実践活動が、今後の住
宅生産分野においても広がりが期待できると、選考
委員会にて高く評価されました。
　授賞記念パーティーは恩師や教え子たちに囲まれ
た賑やかなものとなりました。
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を
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大
工
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き
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テ
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ブ
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た
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テ
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ル
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開
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特
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ス
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杉
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に
は
、
漆
を
塗
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防
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を
高
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ま
し
た
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実
は
こ
れ
、里
山
建
築
研
究
所
の
台
所
。

大
テ
ー
ブ
ル
の
周
り
で
和
気
あ
い
あ
い
と

昼
食
の
支
度
を
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
人

が
集
ま
る
時
も
、
こ
の
テ
ー
ブ
ル
が
大
活

躍
。
何
人
も
ぐ
る
り
と
囲
ん
で
作
業
で
き

ま
す
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次
回
、
和
風
便
器
の
あ
る
便
所
改
築
の

顛
末
を
ご
紹
介
の
予
定
で
す
。

※筑波大学 ADP（アート・デザイ
ン・プロデュース）･･アートやデ
ザインを主軸として、地域のまち
づくりの支援を課題とする教育プ
ログラム。
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里
山
資
源
を
生
か
し
た
居
住
ス
タ
イ
ル
を
探

る
実
践
的
な
試
み
の
場
と
し
て
、
筑
波
山
の
山

裾
に
開
設
し
た
の
が
、里
山
建
築
研
究
所
で
す
。

　

現
代
の
里
山
に
循
環
を
取
り
戻
す
べ
く
考
案

さ
れ
た
板
倉
の
家
を
提
案
し
、
時
代
の
趨
勢
に

よ
っ
て
変
わ
り
続
け
る
民
家
の
現
代
の
か
た
ち

を
探
る
こ
と
が
、
私
達
の
試
み
で
す
。

※
ご
相
談
承
り
ま
す
。お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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